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１７

地
域
支
え
合
い
事
業
の
一
部
が
地
域
支
援

事
業
に
移
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
詳
細

は
、
現
在
、
予
算
編
成
の
中
で
調
整
中
で

あ
る
。

　
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
体
系
の
確
立
と
し
て
、

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
６
つ
の
サ
ー
ビ
ス
と
な
る
。

①
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
で
、
小
規

模
な
住
居
型
の
施
設
で
、
通
い
を
中
心

と
し
な
が
ら
、
利
用
者
の
必
要
に
応
じ

て
通
い
の
時
間
を
長
く
し
た
り
、
利
用

者
宅
を
訪
問
し
た
り
、
時
に
は
宿
泊
も

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

②
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
で
、
認

知
症
の
高
齢
者
が
共
同
で
生
活
で
き
る

場
で
、食
事
、入
浴
な
ど
の
介
護
や
機
能

訓
練
が
受
け
ら
れ
る
。

③
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
で
、
認
知
症

の
高
齢
者
が
、食
事
、入
浴
な
ど
の
介
護

や
機
能
訓
練
が
日
帰
り
で
受
け
ら
れ
る
。

④
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
で
、
症
状
が
重

く
な
っ
た
り
、
一
人
暮
ら
し
に
な
っ
た

り
し
て
も
自
宅
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
、

ヘ
ル
パ
ー
が
定
期
巡
回
し
、
緊
急
事
態

に
24
時
間
対
応
を
す
る
。

⑤
小
規
模
介
護
老
人
福
祉
施
設
、
定
員
は

30
名
未
満
で
あ
る
。
常
に
介
護
が
必
要

で
、
自
宅
で
介
護
が
で
き
な
い
方
が
対

象
の
小
規
模
な
施
設
で
、
食
事
、
入
浴
、

排
せ
つ
な
ど
、
日
常
生
活
の
介
護
や
健

康
管
理
が
受
け
ら
れ
る
。

⑥
小
規
模
介
護
専
用
型
の
特
定
施
設
と
い

う
こ
と
で
、
や
は
り
定
員
は
30
名
未
満

で
あ
る
が
、
小
規
模
な
介
護
用
の
有
料

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
、食
事
、入
浴
な
ど

の
介
護
や
機
能
訓
練
が
受
け
ら
れ
る
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
に
つ
い

て
は
、直
営
か
委
託
か
の
方
法
は
あ
る
が
、

設
置
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

　
低
所
得
者
に
対
す
る
配
慮
の
中
で
、
補

足
的
給
付
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
多
床
室
を
利
用
し
て
い

る
場
合
の
例
と
し
て
、
食
費
の
場
合
、
食

費
の
基
準
費
用
額
が
月
額
４
万
２
０
０
０

円
と
な
っ
て
い
る
。
食
費
の
補
足
的
給
付

は
、
利
用
者
負
担
第
１
段
階
の
非
課
税
世

帯
で
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
ま
た
は
生
活

保
護
者
に
該
当
す
る
者
で
、
月
額
３
万
２

０
０
０
円
で
あ
る
。
利
用
者
負
担
新
第
２

段
階
も
非
課
税
世
帯
で
、
合
計
所
得
金
額

が
、
課
税
年
金
収
入
額
と
あ
わ
せ
て
80
万

円
以
下
の
者
で
、
補
足
的
給
付
が
月
額
３

万
円
。
利
用
者
負
担
新
第
３
段
階
も
非
課

税
世
帯
で
第
２
段
階
以
外
の
者
で
、
補
足

的
給
付
は
月
額
２
万
２
０
０
０
円
と
な
っ

て
い
る
。

　
居
住
費
の
場
合
は
、
居
住
費
の
基
準
費

用
額
の
月
額
１
万
円
を
利
用
者
負
担
第
１

段
階
の
者
の
み
補
足
給
付
す
る
こ
と
に
な

る
。

　
第
１
号
保
険
料
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

現
在
は
５
段
階
の
保
険
料
が
、
平
成
18
年

度
か
ら
は
、
６
段
階
に
細
分
化
さ
れ
る
見

込
み
で
あ
る
。
見
直
し
の
中
で
、
現
行
の

第
２
段
階
が
２
つ
に
細
分
化
さ
れ
る
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

　
１
　

遊
休
農
地
対
策
へ
の

　
　
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
常
陸
太
田
市
の
遊
休
農
地
面
積
は
６

３
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
り
、農
地
面
積

に
占
め
る
割
合
は
14
％
で
、県
平
均
の

7.9
％
を
上
回
り
、10
年
前
の
お
よ
そ
2.1

倍
に
増
加
し
、２
０
０
０
年
農
業
セ
ン

サ
ス
全
国
平
均
で
は
、
5.1
％
で
あ
る
。

遊
休
農
地
を
再
び
耕
作
す
る
に
は
多
く

の
労
力
と
お
金
が
必
要
と
な
り
早
急
な

取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
。地

域
活
性
化
の
起
爆
剤
に
は
、遊
休
農
地

の
有
効
利
用
を
図
る
こ
と
が
絶
対
条
件

で
あ
る
と
思
う
が
、遊
休
農
地
対
策
と

山
間
部
の
活
性
化
に
つ
い
て
考
え
を
伺

い
た
い
。

　
産
業
部
長
　
遊
休
農
地
の
対
策
と
し
て

は
、
農
地
流
動
化
推
進
員
を
全
地
域
に
拡

大
し
て
、
今
現
在
、
推
進
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
国
の
対
策
の
中
で
は
、
品
目
横
断
的
経

営
安
定
対
策
の
導
入
、
新
し
い
米
需
給
調

　【
小
林
議
員 

他
の
質
問
事
項
】

　
　
・
市
長
と
兼
業
に
つ
い
て

菊
池
伸
也
議
員

整
シ
ス
テ
ム
の
移
行
な
ど
が
進
め
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。
今
後
、
農
協
を
中
心
と

し
た
集
落
営
農
の
取
り
組
み
体
制
組
織
と

い
う
の
が
大
変
重
要
だ
ろ
う
と
思
う
の
で
、

農
協
と
連
携
を
深
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
を
推
進
す
る
中
で
大
き
な
対
策

と
し
て
は
、
地
域
の
創
意
工
夫
を
さ
ら
に

進
め
る
方
向
で
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
認
定
農
業
者
を
含
む
、
地
域
の
若

手
農
業
者
等
の
担
い
手
の
育
成
を
、
普
及

セ
ン
タ
ー
と
連
携
を
図
り
、
受
託
組
織
の

拡
大
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
当
市
の
場
合
に
は
、
中
山
間
地
域
に
お

け
る
集
落
営
農
が
大
変
大
き
い
課
題
で
あ

る
の
で
、
中
山
間
地
域
直
接
払
い
制
度
を

有
効
に
活
用
し
な
が
ら
、
集
落
単
位
で
の

ま
と
ま
り
、話
し
合
い
を
通
し
な
が
ら
、生

産
を
ア
ッ
プ
し
て
い
く
た
め
の
協
議
・
検

討
が
必
要
で
あ
る
。

　
特
に
小
さ
な
生
産
集
落
グ
ル
ー
プ
の
活

動
が
各
地
域
に
は
形
成
さ
れ
て
き
て
い
る

状
況
に
あ
り
、
北
部
の
生
産
条
件
の
厳
し
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あ
る
い
は
学
年
等
、
学
校
に
よ
っ
て
違
う

が
、
実
際
に
大
声
を
出
し
、
ま
た
逃
げ
る

と
い
う
訓
練
も
行
っ
て
い
る
。

　
防
犯
の
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
、

市
の
職
員
に
よ
る
巡
回
指
導
は
既
に
一
部

実
施
し
て
い
る
。
な
お
定
期
的
な
パ
ト

ロ
ー
ル
、
巡
回
指
導
を
す
る
た
め
に
、
既

に
内
部
で
２
回
ほ
ど
会
議
を
開
い
て
い
る
。

さ
ら
に
は
、
市
の
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

方
に
も
既
に
協
力
を
要
請
し
て
い
る
。
シ

ル
バ
ー
人
材
の
活
用
と
い
う
こ
と
も
出
て

い
る
が
、
今
ま
で
の
活
動
の
内
容
等
を
見

て
、
今
後
導
入
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て

は
関
係
機
関
と
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
建
設
部
長
　
里
野
宮
町
地
内
の
市
道
０

２
０
８
号
線
は
、
今
後
、
白
羽
幹
線
道
路

と
交
差
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
瑞
龍

町
地
内
の
市
道
０
１
０
４
号
線
は
、
国
道

２
９
３
号
バ
イ
パ
ス
と
交
差
す
る
予
定
の

道
路
で
あ
る
。
そ
の
中
で
基
本
的
に
は
整

備
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
引
き
続
き
路
面

等
の
安
全
確
保
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
市
民
生
活
部
長
　
職
員
に
よ
る
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
は
、12
月
９
日
か
ら
開
始
し
、ま

た
、
本
庁
及
び
各
支
所
の
交
通
指
導
車
に

よ
る
下
校
時
の
パ
ト
ロ
ー
ル
も
行
っ
て
い

る
。
な
お
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
初
め
と
し
た
地
域

に
関
係
す
る
団
体
に
自
警
団
の
結
成
を
働

き
か
け
、
地
域
か
ら
の
安
全
・
安
心
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　　
２
　

決
算
結
果
と
平
成
18

　
　
年
度
予
算
編
成
に
つ

　
　
い
て

　
当
市
は
、
交
付
税
依
存
度
の
極
め

て
大
き
い
市
で
あ
る
が
、
税
の
滞
納

額
の
減
少
は
極
め
て
重
要
な
課
題
で

あ
る
。
ま
た
、
補
助
金
の
支
給
に
つ
い

て
も
必
要
性
を
さ
ら
に
精
査
の
上
、

常
に
削
減
廃
止
の
可
否
を
検
討
す
べ

き
と
監
査
意
見
が
示
さ
れ
て
い
る
が

収
納
率
向
上
と
補
助
金
の
削
減
廃
止

の
考
え
方
に
つ
い
て
。
ま
た
、
当
市
の

経
常
収
支
比
率
は
、
一
般
会
計
で
94
・

８
％
、
経
常
経
費
の
中
で
も
比
重
の

大
き
い
の
が
人
件
費
で
あ
る
が
、
職

員
１
人
当
た
り
の
適
正
な
人
口
は
何

人
な
の
か
伺
い
た
い
。

　　
総
務
部
長
　
本
年
は
平
成
17
年
度
滞
納

整
理
強
化
の
た
め
の
実
施
計
画
を
策
定
し
、

滞
納
者
に
対
応
す
る
た
め
、
臨
戸
徴
収
の

徹
底
や
、
国
保
担
当
課
と
の
共
同
滞
納
整

理
の
日
を
設
定
し
、
毎
月
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
特
に
９
月
い
っ
ぱ
い
を
期
限
と
し
て
、

高
額
滞
納
者
を
各
担
当
地
区
か
ら
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
し
、
徹
底
し
た
実
態
調
査
を
実
施

し
、
納
税
に
誠
意
の
な
い
２
人
を
茨
城
租

税
債
権
管
理
機
構
に
移
管
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
全
体
的
な
成
果
と
し
て
は
、
徴
収

金
額
、
納
付
誓
約
書
件
数
等
、
昨
年
に
比

べ
て
増
加
し
て
い
る
が
、
今
後
も
市
税
確

保
の
た
め
に
き
め
細
か
い
徴
収
を
行
っ
て

ま
い
り
た
い
。

　
本
市
の
職
員
１
人
当
た
り
の
人
口
は
、

平
成
17
年
４
月
１
日
現
在
で
82
人
、
職
員

１
人
当
た
り
の
適
正
な
人
口
は
、
国
並
び

に
県
か
ら
公
式
の
指
数
は
示
さ
れ
て
な
い

が
、
一
般
的
に
、
お
お
む
ね
１
０
０
人
程

度
が
目
安
と
さ
れ
て
い
る
。

　
本
市
で
は
、
現
在
、
平
成
17
年
度
を
初

年
度
に
、
平
成
21
年
度
を
目
標
年
度
と
す

る
定
員
管
理
適
正
化
計
画
を
策
定
し
て
お

り
、事
務
事
業
や
組
織
の
見
直
し
を
行
い
、

民
間
委
託
の
推
進
や
指
定
管
理
者
制
度
の

活
用
を
図
り
な
が
ら
、
職
員
の
年
齢
構
成

バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
つ
つ
も
退
職
者
補
充

を
極
力
抑
制
し
、
職
員
数
の
削
減
に
努
め

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
当
初
の

４
月
に
平
成
17
年
度
予
算
の
執
行
に
関
し

て
、
厳
し
い
財
政
状
況
を
周
知
す
る
と
と

も
に
、
目
的
や
効
果
等
か
ら
、
補
助
金
等

の
必
要
性
に
つ
い
て
再
検
討
す
る
旨
の
通

知
を
し
、
８
月
に
は
補
助
金
等
の
調
整
の

進
捗
状
況
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
新
市

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
平
準
化
と
速
や
か
な

一
体
性
の
確
保
の
上
か
ら
も
、
早
期
に
調

整
ま
た
は
見
直
し
を
進
め
る
よ
う
通
知
し

た
。
10
月
に
は
、
公
平
性
及
び
一
体
性
の

早
期
確
保
の
面
か
ら
、
補
助
金
、
交
付
金

等
に
係
る
調
整
及
び
見
直
し
を
進
め
る
よ

う
各
課
に
要
請
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
調
整
や
見
直
し
が
完
了
し
た
も
の
に
つ

い
て
は
、
現
在
取
り
ま
と
め
中
の
平
成
18

年
度
予
算
に
反
映
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

　
３
　

高
齢
社
会
対
策
に
つ

　
　
い
て

　
我
が
国
の
人
口
構
造
は
、65
歳
以
上

の
人
口
が
総
人
口
の
20
％
に
迫
り
、今

後
、戦
後
生
ま
れ
の
人
口
規
模
の
大
き

い
団
塊
の
世
代
が
高
齢
期
を
迎
え
極
め

て
高
齢
化
し
て
い
る
、平
成
16
年
の
介

護
保
険
法
改
正
の
中
で
、平
成
18
年
度

施
行
の
①
市
町
村
の
行
う
地
域
支
援
事

業
内
容
。②
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の

内
容
。③
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
設
置
の

有
無
。
④
低
所
得
者
に
対
す
る
配
慮

(

補
足
的
給
付
と
第
一
号
保
険
料
の
見

直
し)

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　　
保
健
福
祉
部
長
　
地
域
支
援
事
業
に
つ

い
て
の
必
須
事
業
と
し
て
は
、
介
護
予
防

事
業
、
包
括
的
支
援
事
業
、
権
利
擁
護
事

業
等
で
あ
る
。任
意
的
な
事
業
と
し
て
は
、

介
護
給
付
等
適
正
化
事
業
、
家
族
介
護
者

支
援
事
業
等
と
な
っ
て
い
る
。
介
護
予
防

地
域
支
え
合
い
事
業
は
、
地
域
支
援
事
業

が
創
設
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
介
護
予
防


